
魚津市自治振興会連合会第２回定例会 会議録 

 

日 時  令和３年９月 27 日（月）午後６時～ 

場 所  魚津市役所２階第１会議室 

出席者  自治振興会連合会 米澤賢太郎会長、伊藤甚宰副会長、水口富代明副会長、 

馬場均監事、亀沢俊幸監事、大野聡一、村上俊樹、 

河口利春、冨川茂樹、本元義明、野村博、伊田正一、谷口慧 

     事務局      小林課長、石浦係長、池川係長、谷口主任、野村主事、関口 

 

１．開会 

 米澤会長あいさつ 

 

２．各課からの依頼事項について 

・道路除雪について 

建設課：魚住係長から説明 

・除雪機を運搬するときのアルミ板はもらえるのか。 

⇒県補助で購入するものは、本体、本体カバー、ガソリン携行缶である。県からは補助金の 

対象外と言われている。 

（一部訂正）本体、本体カバーは県補助、ガソリン携行缶は市で購入する。 

・市で購入してもらいたい。 

⇒前向きに検討したい。 

 

・タウンミーティングについて 

地域協働課長から説明 

・リモート開催は考えていないのか。 

⇒考えていない。 

・タウンミーティングの様子を NICE-TV 等で放映する予定はないか。 

⇒担当課に確認する。 

（回答）タウンミーティングの模様は、NICE-TV や YouTube で放映する予定である。 

・３会場での開催となり、今後、必要があれば自治振興会連合会で市長とタウンミーティン 

グすることも検討していきたい。 

⇒担当課に伝える。 

・また、タウンミーティングを実施するにあたり、ガイドラインを立てて実施することを提 

案する。 

 

３．会議録の承認について 

 令和３年度定例会の会議録について承認を得た。 



４．協議事項 

１）コミュニティセンター化に向けて各地区の状況について 

事務局   資料１に基づき説明 

・地区から要望があれば説明するのか。 

⇒説明に伺いたい。 

・資料が提示されているので、その内容を確認し、次回の定例会あたりで意見を聞くことと 

したい。 

 

２）まちづくり交付金について 

事務局   資料２に基づき説明 

・除雪機の貸与に関して、住民に費用弁償を支給してもよいか。 

⇒地域が必要と認めるものであれば、支給していただいてもよいと思われる。 

・返還にあたって４月末までとなっているが、万が一、事業の現地確認などで遅れることも 

想定される。その場合は、５月に入っても構わないか。 

⇒出納閉鎖期限の５月末までに返還できるように進めてもらいたい。 

 

３）県内視察について 

役員会では「ステージ２」へ移行すれば実施とのことであり、本日から「ステージ２」へ移 

行したので、実施することとして進めていきたい。現在６地区から報告があり、期限までに 

提出してもらいたい。また、参加費は資料代としての負担金であるので、まちづくり交付金 

から支出してもらいたい。 

・６地区から何名の参加報告があったのか。 

⇒９名である。 

・未提出の地区は、10/4（月）までに地域協働課へ報告してもらいたい。 

 

４）まちづくりフォーラム 2022 について 

今年度のまちづくりフォーラムについて、先般、第１回企画会議を開催し今年度の事業内容 

について検討した。第２回目の企画会議を 11 月中に行い、次回の定例会までに大まかな内 

容についてお示ししたい。 

本日の定例会では、活動発表地区について皆様方に確認させていただきたい。昨年度発表予

定だった松倉、片貝、道下の３地区に発表をお願いしてもよいか。 

・職員は発表したいとの意向があるが、地区には発表者する適任者がいない。 

⇒事務局長などに依頼してはどうか。 

・市の職員が発表してもよいのか。 

⇒昨年の発表では、経田地区、西布施地区において市の職員が発表している。発表していた 

だいて構わないと思う。 

・地区で検討してみたい。 



（回答）発表を依頼したい方に確認したところ、発表は可能とのことであったので、松倉地 

区は今年度発表を行うことで進めてもらいたい。 

・地区で検討した結果を地域協働課へフィードバックしてもらいたい。その上で必要があれ 

ば、次回の定例会で検討したい。 

 

５．その他 

① 旧小学校跡地利活用について 

旧小学校跡地利活用の状況について、行財政改革推進協議会ではどのように協議されたの 

か。 

・旧小学校の跡地利用については中長期的に 10 年以内に目途を立てることとしている。自 

分としては、耐震性のない公民館については、10 年も待たずに対応するべきだと思ってい 

る。 

⇒具体的な計画はあるのか。 

・ない。今までの経過報告等を兼ねて 10 月中に会議が開催される予定である。会議の中で 

市の考え方を確認したい。 

・大町コミュニティセンターからの要望について、経過と結論についてどのような状況か。 

⇒旧大町小学校の活用について具体的にはまだ決まっていないが、有事の際は避難所とし 

て活用したいと思っている。避難所として活用するために、まずは水道が使えないので整備 

してもらいたい、また、市の防災備蓄品が各教室に入っており避難した際に使えない、学校 

が廃校となって誰も掃除等を行わないため汚れているため、センターに鍵を貸与してもら 

い定期的に掃除していきたいことを要望した。この会議終了後に、地元で会議を開催する。 

休校中の学校で使途が決まっていない場合、国への返還金が生じると思っている。 

・期限はいつまでか。 

⇒統合による旧小学校等の用途整理の期限は令和４年度である。 

・旧大町小学校の耐震はどうなっているのか。 

⇒耐震は終了している。小学校なので床が弱い。例えば企業を誘致するとなると２階、３階 

は使用できない。そのことも踏まえて早急に協議していきたい。 

・星の杜小学校下についてもいずれ検討しなければならない。自治振興会連合会として、市 

長と話し合いを行う場が必要と感じている。10 年先、まだ先といった問題ではないと思っ 

ている。 

・大町の場合、ドラックストアを建設したいという話もあったが、大町小学校の敷地内は史 

跡調査が必要とのことであり、その話もなくなった。大町では食品スーパーがないため、本 

江の大阪屋まで買い物に行く必要がある。 

・上中島の状況はどうなっているか。 

⇒学校はそのままとなっており、本来であれば管理棟部分を使用したいと思っている。上中 

島地区として通所サービス B を考えているが、現施設では２階での活動となり行うことが 

難しい。公民館施設の老朽化に伴い、地区では新築することを要望している。誰もが気軽に 



集える場所が欲しいと思っており、旧小学校の職員室だけでも使用したいと思っているが、 

これから市とどのように協議していけばよいかと考えている。 

・松倉の状況はどうか。 

⇒松倉地区で作成した計画について、良いものであると評価を受けている。ところが、３年 

経ってもまだ何の連絡もない。市の財政状況については理解しているので、何年かかるのか 

分からないが、早く市長に目途を示してもらいたいと思っている。 

・旧村木小、旧片貝小も改築してもらった。財政が厳しいとはいえ、今後、協議会の中で話 

をしていきたい。 

・委員として出席してもらう伊藤さんに、今後、会議の結果報告をしてもらうこととしたい。 

具体的な話がないようであれば、一度、自治振興会として市長と膝を交えながら協議してい 

くことも必要と思っているので、その際は、皆さんに諮っていきたい。 

 

② 魚津市自治基本条例の見直しについて 

魚津市自治基本条例は平成 23 年９月に施行され、既に 10 年が経過した。来年 12 月に一部 

改正を行うこととして、今後、年度内に委員会を立ち上げて検討していきたい。 

・自治基本条例の中で、どこを修正していくつもりか。 

⇒詳細については今後確認していきたいが、地域福祉についての文言を追加していきたい 

と思っている。 

・この条例は市、市民、議会が同じ立場で進めていくものである。記憶は定かではないが、 

議員の役割について文言を「努めます」ではなく「一緒に協働を行います」といった文言に 

してもらいたい。内容を確認してもらいたい。 

・議長、副議長に確認してもらいたい。 

⇒条文を確認していきたい。 

 

③ 地域づくり活動について 

事務局   資料３について説明 

 

④ 地域行事の開催予定について 

事務局   資料４について説明 

今後、衆議院選挙の動向（11 月上旬か）により文化祭の延期等が生じる可能性があること 

も念頭に置いて準備を進めてもらいたい。 

 

⑤ 25 歳の成人式について 

事務局   資料５について説明 

今年の 25歳の成人式は「ステージ３」であれば延期することとして準備を進めている。 

昨年実施予定だった 25歳の成人式は、来年度、70周年記念事業として 27歳と 25歳の成人 

式を行うことを検討している。 



⑥ タナノナカミセについて 

事務局   資料６について説明 

 

（19：40 終了） 


